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「先を読み、農家が求める苗木を生

産 したい」 と話す竹簡哲司さん畑

一
面
が
、
か
ん
き
つ
類
の

葉
で
濃
い
緑
色
に
染
ま

っ
て
い

た
。
温
州
ミ
カ
ン
や
デ
コ
ポ
ン
、

タ
ン
カ
ン
な
ど
約
二
十
品
種
の

チ

ッ
プ
ポ
イ
ラ
ー
の
年
間
燃
料

費
は
七
百
五
十
万
円
と
、
灯
油

式
の
六
割
弱
ま
で
低
減
し
た
。

間
伐
材
を
使
う
燃
料
用
チ

ッ

プ
製
造
は
、

林
業
側
に
も
メ
リ

ッ
ト
を
も
た
ら
し
た
。
種
子
島

森
林
組
合
の
上
菌
幸
夫
組
合
長

い

き

い

き

苗
木
を
農
家
に
供
給
す
る
。
県

内
で
五
軒
し
か
な
い
果
樹
苗
木

生
産
業
者
だ
。
「
農
家
は

一
度

植
え
た
ら
二
十
年
は
使
う
。
品

竹
崎

質
が
第

一
」
と
強
調
す
る
。

県
立
農
業
大
学
校
卒
業
後
、

一
年
間
の
修
業
を
経
て
就
農
。

昨
年

一
月
、
父
親
か
ら
経
営
移

譲
を
受
け
た
。

苗
木
の
生
産
は
、
台
木
と
な

る
カ
ラ
タ
チ
の
種
子
を
ま
く
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
二
年
育
て

た
あ
と
、
根
元
を
切

っ
て
接
ぎ

木
し
、
さ
ら
に

一
年
以
上
育
て

る
。
接
ぎ
木
の
ほ
か
、
わ
き
に

出
る
芽
の
つ
み
取
り
、
農
薬
散

布
な
ど
人
手
や
手
間
の
か
か
る

作
業
も
多
い
。
年
間
生
産
量
は

約
八
万
本
に
上
る
。

「常
に
先
を
読
ま
な
い
と
い

け
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
。
苗

木
の
出
荷
ま
で
に
か
か
る
時
間

は
最
低
三
年
、
農
家
が
果
実
を

出
荷
す
る
ま
で
に
は
さ
ら
に
数

年
が
必
要
。
そ
れ
ま
で
に
時
代

が
変
化
し
、

消
費
者
の
需
要
も

変
わ
る
か
ら
だ
。

「品
種
の
主
流
は
変
わ

っ
て

き
た
。

イ
ヨ
カ
ン
が
す
た
れ
た

の
が
い
い
例
」
と
説
明
す
る
。

県
内
で
は
デ

コ
ポ

ン
が
増
え

た
。
愛
媛
県
な
ど
で
は
近
年
、

「せ
と
か
」
が
人
気
と
い
う
。

審
Ｇ
つ
い
う
品
種
に
需
要
が

あ
る
の
か
、
農
家
が
何
を
植
え

た
が

っ
て
い
る
の
か
」
を
考
え
、

農
家
と
も
積
極
的
に
交
流
し
情

報
を
得
て
い
る
。
最
近
で
は
母

親
が
始
め
た

「農
業
体
験
塾
」

を
手
伝
い
、
消
費
者
の
関
心
に

も
日
を
向
け
る
。

就
農
後
間
も
な
く
、
将
来
性

を
見
込
ん
で
取
り
組
ん
だ
の
が

果
樹
苗
木
生
産

河 内 温 泉 セ ンタ ー て

=彊

琉  将士 さん

え
て
お
か
な
い
と
、
せ

っ
か
く

の
資
源
が
無
駄
に
な
る
」
と
梶

山
主
任
研
究
員
は
い
う
。
温
泉

や
施
設
園
芸
な
ど
で
熱
需
要
の

高
い
鹿
児
島
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
の
可
能
性
を
秘
め
た
地
域

と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

科

へ
入
学
し
た
。

「生
物
生
産
系
列
」
の
特
色

マ
ン
ゴ
ー
の
苗
木
生
産
。
読
み

が
当
た
り
、
生
産
晨
家
は
こ
こ

数
年
で
増
え
た
。
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
、
今
で
は
年
間
七
百
１

八
百
本
を
生
産
す
る
ま
で
に
な

っ
た
。
た
だ

「生
産
技
術
が
難

し
く
、
ま
だ
思

，２
‘

，
に
は
で

き
て
い
な
い
」
と
技
術
向
上
に

余
念
が
な
い
。

果
樹
の
苗
木
の
出
荷
量
は
、

全
盛
期
と
比
べ
て
減
少
し
て
い

る
と
い
う
。
消
費
量
減
や
価
格

の
伸
び
悩
み
で
、
ミ
カ
ン
農
家

の
後
継
者
減
少
が
目
立
つ
。

「農
童籍

権

え
て
０

ス

ち

て
も
ら
い
、

消
費
者
に
お
い
し

く
食

べ
て
も
ら
い
た
い
」
。
そ

の
思
い
を
満
た
す
苗
木
作
り
を

目
指
す

つ
も
り
だ
。

（政
経
部

・
児
美
川
勝
）

ん
で
品

る
。
徳
之
自

基
幹
作
物
一

き

で
螢

化

一
員
嬢

美
農
業
学
」

樹
な
ど
を
科

培
さ
れ
て
い

学
習
し
て
（

哲
司
さ
ん
（譴
）
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